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紙パックのリサイクルには、家庭における洗浄、乾燥など、消費者の協力が不可欠となっている。本調

査では、家庭での処理過程についてどの程度の負担がなされているかを定遇的に把握するために、紙パッ

クのリサイクルに協力している人を対象にアンケート調査を実施した。調査により、１２サイズの紙パッ

クの洗浄には１枚当たりで平均３．３２の水が使用されること、５４％の人が洗浄に湯を使用すること等が明

らかになった。あわせて、アンケート結果から､紙パックの処理過程にかかるコストを試算し、１枚当たり

の処理に10.4円かかることが得られた。また、紙パックは保管や回収拠点への持参が手軽である容器であ

ることが本調査で浮かび上がった。紙パックの容器特性である優れたハンドリングの良さは、紙パックリ

サイクル拡大の重要なポイントになったと考える。

キーワード：紙パックリサイクル、洗浄水量、陽の使用、エネルギー消費量、ハンドリング
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筑底における鰯パックＡ２型邑趨の夢Ep6

１．はじめに 浄、解体、乾燥という作業が必要である。そ

のため、家庭における紙パックを処理する手

間等の負担は大きいだろうと想定されていた

が、定量的にみるとその負担は、どの程度で

あるのか把握されていなかった。

本調査では、アンケートにより家庭におけ

る紙パックの洗浄、保管、回収拠点までの持

参方法などの実態について概ね把握できたと

思われるので報告する。

紙パックの回収運動が、ボランティアの手

によってスタートしてから約１０年が経過し

た。紙パックのリサイクルは、行政や企業が

市民グループに協力する形で公共施設やスー

パーマーケットの店頭に紙パック回収ボック

スが設置された1991年頃から大きく回収量

を伸ばし')､現在では、紙パック生産畳のうち

の約20％がリサイクルされているといわれ

ている（Fig.１)。

家庭で消費された紙パックをリサイクルす

るためには、消費者が飲料を飲んだ後に洗

2.調査方法

スーパーマーケット店頭でアンケート票を
■

見せ、調査員が記入する形で聞き

取り調査を実施した。アンケート

対象者は、家庭において紙パック

リサイクルのための処理を行って

いる人である。なお、どちらの店

舗も紙パック回収ボックス常設店

である。調査を実施したダイエー

碑文谷店は、幹線道路に面した大

規模な住宅地型店舗である。西友

新上福岡店は、上福岡駅近くに位

置する駅前型店舗の性格を持って

いる（TabIel)。
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3.調査結果 解体の方法は「はさみで切り開く」が６９

％､次いで｢手で開く」が25％となっている。

包丁やカッター等で切り開くのは６％である。

乾燥場所は水切りカゴを含む流し台の付近

が74％を占める。そのうち水切りカゴで乾

燥しているのは29％である。

洗浄と解体の工程にかかる時間は、合計で

は平均35.7秒となった。

3.1回答者の属性

回答者の属性は、性別ではほとんどが女性

であった。ダイエー碑文谷店での回答者は調

査日が日曜日であったこともあり男性の回答

者が数名含まれた。

回答者の住居の種類は、碑文谷店での回答

者は、一戸建てが37％、マンション･アパー

トが63％と、集合住宅の居住者が多いが､上

福岡店での回答者は一戸建てが66％、マンシ

ョン．アパートが34％であり一戸建て居住者

が多い。

なお、紙パックは主として’2の大型容器

がリサイクルの対象になっているため、本ア

ンケート調査では、家庭において１２サイズ

の紙パックを処理することを前提にしてい

る。

3.3使用水量

3.3.1洗浄方法

紙パックの洗浄方法は、大きく分けると

｢はじめに切り開き、洗浄する」タイプと「洗

浄した後に切り開く」タイプがある。また、

｢洗浄した後に切り開く」場合では、流水で洗

う方法と紙パックに水を入れて振る方法にわ

かれる。洗浄方法でもっとも多いのは、「紙

パックに水を入れて振って汚れを落とす」で

あり全体の48％を占める。

3.3.2洗浄方法別使用水量

１２サイズの紙パックを洗浄する際に使用

する水量について、先にアンケート調査を実

施した碑文谷店では「紙パックを洗浄する際

にどのくらいの水を使用するか」という漠然

とした質問を行ったため、得られた回答が実

際に洗浄してみて得た値とかなり違う

水量になった。そこで、上福岡店にお

ける調査では、より具体的な水量を把

握するため、「紙パックに水を入れて汚

3.2作業エ程

紙パックの作業工程は、「洗浄→解体→乾

燥｣、「洗浄→乾燥→解体」がそれぞれ40％程

度を占める。また､｢解体→洗浄→乾燥｣が１３

％、「洗浄→解体→洗浄→解体」は８％となっ

ている（Fig.２)。
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園Culopen-Rinse-Dry

pRinse-CuIopen-RInse-D｢ｙ

れを落とす」方法で洗浄している人に

対し、「紙パックにどの程度の水を入れ

るか」という質問を加え、紙パックに水

を入れる回数と１回に入れる水量を質問

した。結果は、上福岡店の回答者の平

均使用水量は紙パック１枚当たりで

（､-104）
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蒙麓における蕊パックAZ麹過程の翼Jｆ
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3.4洗浄時の湯の使用

紙パックを洗浄する際に湯を使用するかに

ついては、「いつも湯で洗う」２６％、「ときど

き湯で洗う」１６％、「冬は湯で洗う」１２％で、

湯の使用者は54％を占める（Fig.４)。

1,658cc､碑文谷店の回答者では834.1ccとな

り、使用水量にほぼ２倍の違いが出た。

紙パックに水を入れて洗浄するケースでの

比較ではあるが、この結果からみると、紙パ

ック洗浄に要する水量は感覚の上では実態の

半分程度でとらえられていると考えられる

(Fig.３)。

3.3.3洗浄する際の水道の状態

洗浄する際に水道の水は流したまま

であるかという問いでは、７２％が「水

は流したままである」となった。な

お、洗浄した水は「そのまま下水に流

している」が92％である。また、下水１２

に流さない人は８％であるが、その場

合は植木にかける、庭にまくなどの方

法をとっている。

46％

ＤＴａｐＷａＩｅ「

圏AlwaysUseHoiWaIe「

圏OccasionalIyUseHoIwale「

■WInlerUseHotwater
１６％

（､=104）
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－２５－



日本包鍵学会遜ＶｂＬ５ｊＶａＪａ９９５）

0５１０１５２０２５３０（％）

WIIhlnlweek

wIIhln2weeks

WilhIn3ｗｅｅｋs

Wilhinlmonlh

WiIhIn2mDnlhs

Mo｢eIhan2monIhs

■２１canonsmcre

田16-20cartons

圏１１－１５canons

園６－１０cartons

□1-5cartons

Fig.５ＡｍｏｕｎｔｏｆｓｔｏｒＤｄｍｉｌｋｃａ｢tonsandstoringpe｢iod

3.5保管枚数・期間と保管スペース

紙パックの保管は、台所の空きスペースや

ベランダ等を利用し、保管の際はスーパー

マーケットの袋等にいれている人が多い。平

均では紙パック12.3枚を22.3日間保管してい

ることになるが、保管期間でもっとも多いの

が１カ月であり、それ以上も含めると47.5％

が１カ月以上紙パックを保管している（Fig.

5)。

住居の種類別に保管枚数をみると、一戸建

て居住者の方が保管枚数が多い。マンション

アパート居住者の60％が10枚以内の保管で

ある。平均保管枚数は一戸建て居住者は13.1

枚、マンション・アパート居住者では11.5枚

である。

1％

42％

(､=98）

Ｆｉｇ６Ｒａｔｉｏｏｆｃａｒ｢ｙｉｎｇｗａｙｏｆｃａ『tonsto
drop-offcoI胸ctionboxes

7.95分である。どの持参手段でも持参時間は

10分以内となっている（Fig.６)。

4.考察

3.6回収拠点までの持参手段

紙パック回収拠点までの持参手段である

が、徒歩が40％、自転車35％、車20％とな

った。持参手段は日常の買物スタイルに依る

ところが大きい。９５％の人が買物のついでに

紙パックを持参している。紙パックを回収ボ

ックスに入れることを目的に来る人は５％で

あった。

紙パックを回収拠点まで持参する時間は10

分以内が８０％を占める。平均持参時間は

4.1家庭における処理にかかる紙パック１枚

当たりの負荷

このアンケート結果から、紙パック１枚当

たりの家庭における処理にかかる負荷を計算

した（TabIe2)。

4.1.1計算方法

（１）使用水量

水の使用量は洗浄方法によっても異なる

が、むしろ流水か水を切っている力､で大きく

決まってくると考えられる。そこで「洗浄の

－２６－



裳磨における週fパック必璽芭ｉ窪dD2gZf

比率、湯の年間利用率、使用水量、洗浄湯温

と市水の年間平均温度差、熱源比率、熱源効

率から計算した（TabIe4)。

（３）保管面積

紙パックを家庭の中で保管するための必要

な面積は、１年間で、0.19ｃｍ2／枚となる。紙

パックの保管方法は、切り開いた紙パックを

縦置きにし、平均面積占有率を1／２，空間占

有率は上部空間を他用途に利用するとして

1／5,保管日数はアンケート結果より２３日間

として、次のように計算した。

３０ｃｍ2／枚×２３日×（1／2)×（1／5)／

（365日／年)＝0.19ｃｍ２．年／枚

TabIe2A1oadofhousehoIdprocessing
ofmilkcartons

Washingwater

consumption（used）a3nters／carton

33650kcal／cartonEneｴ君ｙｕｓｅｄ

0.19ｃｍ2．year／cartonStoringspace

35.67person･seconds／cartonWorkingｔｉｍｅ

lO39yen／cartonｃｏｓｔ

際に水を出しているケース」と「水を切って

いるケース」で洗浄量を計算した。洗浄の際

に水を出している場合の洗浄水量は（株）

ⅡVAXへのヒアリングと資料から、給水･給湯

圧力＝1.0kgf／cm3程度で152／分とし、流

水時間はアンケート結果の洗浄時間17.8秒よ

りシングルレパーを上下する時間を２秒とし

て差し引き、15.8秒として計算した。なお、

大手衛生機器メーカーＡ社の台所水栓用シン

グルレパーの出荷構成比は、1985年は台所水

栓全体の46％、1993年では８１％となってお

り、シングルレバーが家庭で広く普及してい

ると考えられるため、シングルレパーによる

水量から計算した。水を切っている場合の洗

浄水量はアンケート結果による（TabIe3)。

（２）使用エネルギー量

洗浄用湯の使用エネルギー量は、湯の使用

（４）作業時間

アンケート結果から洗浄と解体にかかる時

間は、洗浄時間の平均が17.8秒、解体時間が

17.9秒となった。作業時間は合計で3567秒／

枚となる。

（５）コスト

家庭の処理にかかるコストは洗浄、保管、

作業にかかるコストの合計である。洗浄コス

トは、水道、電気、ガスのそれぞれについて

東京区部における平均的な１カ月の使用量を

もとに算出した。保管コストは、東京都区部

の世帯の場合として、地代を40,000円／m２

年とした。作業コストは一般的なアルバイト

Ｔａｂｌｅ３Ｖｏｌｕｍｅｏｆｗａｔｅｒｆｏｒｎｎｓｉｎｇ

Tapsar℃ｏｐｅｎｅｄｄｌｍｎｇｒｉｓｍｇ（71.8％） 3.95Uters／carton

Tapsarecloseddmingrinsing（28.2％） l66Uters／carton

Ｖｏｌｕｍｅｏｆｗａｔｅｒ

(3.951iters／cartonx0､718）＋（1.661iters／cartonxO282）
3.3Uta己／carton

ＶｏｌｕｍｅｏｆｎｍｎｉｎｇｗａｔｅｒｆｒｏｍｔａｐｓｉｓｅstimatedfromthedataofnVAX
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TabIe4Energyconsumptionbyfrequencyofusinghotwate「

Energyused鋤Ann1wnl

hot

water

use

ratelD

（％）

Washing
Water

consumption

（used）

（Ute庵／・
carton）

E1ectTic

water

heateⅡ細

(kcal／

carton）

鎚
妃
豹

Ｕ
ｍ
く

TeJImerature
difference2o

（℃）

Citygas，
ｅｔｃ

（kcal／

carton）

Total

(kcal／

carton）

Ｔａｐｗａｔｅｒ 462０ 0 3.3 ０ 0 ０

3.55１９．８２３４Ａｌｗａｙｓｕｓｅｈｏｔｗａｔｅｒ 26.0１００ 2０ 3.3

4.2４９Occasionanyusehotwater 16.3３３ 2０ 3.3 0J４

4.4５２11.5３３ 3０ 3.3 0.79Winterusehotwater

5.10２８．４３３．５Total 100

1）Annualhotwateruserate：ｕｓｅｏｆｈｏｔｗａｔｅｒｏｎｅｔｈｉｒｄｏｆｔｈｅｔｉｍｅｗａｓａｓｓｕｍｅｄｆｏｒ［occasionalhot

wateruser］ａｎｄｕｓｅｏｆｈｏｔｗａｔｅｒｆｏｒ４ｍｏｎｔｈｓｄｕｒｉｎｇｔｈｅｙｅａｒｆｏｒ［winterhotwateruser]、
2）Temperaturedifference：annualavemgetemperaturediffere､cebetweenwaShinghotwaterandmai、

water［annualaverage20℃,winter３０℃１
３）Waterheatertype（1990）：electIicwaterheater7､5％,ｃｉｔｙｇａｓ92.5％．

Heatsourceequlpmentefficiency：electncwaterheaterO､95,ｃｉｔｙｇａｓ0.8．
TemperaturedifferenceDwaterheatertype,heatsourceequipmentefficiency＝ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｄａｔａｏｆ
ＣｅｎｔＩ曰lResearchlnstituteofE1ecmcIndustry、

4）Waterheaterpnmaryenergyconversionefficiency（0.38)．

紙パック処理の年間コストをみる。

１世帯当たりの紙パック消費量は、京都市

が、1993年１０月に家庭ごみとして排出され

る前の使用用途を分類調査するため実施した

｢京都市家庭ごみ細組成調査」結果をもとに、

家庭ごみに占める紙パック排出量から、１人

当たりの紙パック消費量を算出し2)、１世帯人

数を３人として年間消費量を204本／世帯と

した。家庭において204枚の紙パックの処理

を行うとすると年間に要するコストは、処理

全体では１世帯当たり2,121.6円／年となる。

コストの内訳は、洗浄コスト350.9円／年､保

管コスト155.0円／年、作業コスト1615.7円

／年である。（TabIe6）

（２）紙パック洗浄方法の改善とその効果

紙パックの洗浄は、１枚当たりで３．３２の水

TabIe5HousehoIdp｢ocessingcost

ofmiIkcarton

1.72yen／cartonWashingcost

0.76yen／cartonStoringｃｏｓｔ

WorkingcostZ92yen／carton

10.40yen／cartonTotal

賃金として考えられる時給800円／人時とし

た（TabIe5)。

4.1.2処理方法の現状と改善点

（１）１世帯当たりの紙パック年間消費量と家

庭における処理コスト

紙パック１枚当たりの家庭における処理に

かかる負荷の試算に基づき、１世帯当たりの

－２８－
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Table6AIoadofhousehoIdprocessingofmilkcartonperyear

Washingwaterconsumption（used）673.21iters／year

6,834kcal／yearEnergyｕｓｅｄ

38.76ｃｍ2／yearStoringspace

l2128peI5on・minutes／yearＷｍｋｉｎｇｔｉｍｅ

ｃｏｓｔ 2121.6yen／year

…………･…･････……1……………~………････････……･…~……･………･……………………

iWashingcost350.9yen/year
｝･･･････････-.-----.･･･････････････-.-...----.....---...･･･-......-.-----.----･･････

DetailofcostiStoringcostl55.Oyen／ｙｅａｒ
ＬＣ・･･･■-■■--⑤●･･･■･-･･ＣＣＣ・･･･・・・・・■.-●●●●●●■-■-.-●■｡■--...-.-句･■の｡､の■-■--●｡■・の■-●ＣＣＣ･

lWorldngcostl6157yen／year

Mnkcartonconsumptioninthehousehold：２０４cartons／household・ｙｅａｒ

または湯が使用され、また、約半数の人が湯

を使用している。これは、紙パックの洗浄に

限ることではなく、家庭用需要エネルギー

は、1983年と92年を比較すると30％の伸び

であり、また給湯用のエネルギー消費量は

1985年と1991年では９％の伸びを示してい

るs)。このことからみても、全般的に家庭に

おいて日常的に湯を利用する割合は、増加傾

向にあるといえる（Fig.７)。

紙パックのリサイクルが進展している背景

には、地球環境問題や「ものを大切にする」

といった意識があり、本アンケート対象者も

紙パックのリサイクルへの協力から環境問題

への意識は高いと思われるが、例えば湯を使

(Unit10.3kcal/household）
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Ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｄａｔａｆｒｏｍ“StatisticsofEnergy,Economy'9q”
TheEnergyandModelingCenter，199凶０．

Fig7ChangesintheenergyconsumptionofhousehoId
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うことによる負荷など、紙パック処理に伴う

環境負荷についての意識はあまりみられない

といえるだろう。

紙パックのリサイクルは、家庭での処理の

部分が重要であるが、エネルギー消費等の観

点から疑問を投げかけられることも多い。そ

こで、家庭における処理の改善の効果につい

て検討した4)。想定した改善方法は、次の通

りである。(1)洗浄時に湯を使用しない、(2)

洗浄方法は、「紙パックに少量の水を入れて

よく振る」とする。この洗浄方法は、紙パッ

クをよく振ることにより、飲料を飲み終わっ

た直後であれば残乳などは、少量の水でも流

すことができ、また、紙パックを振って洗浄

する際に水道水を止めることができるため、

多量に水を使用することを避けることが可能

である。（３）（２）の洗浄方法で使用する水量

は1枚当たり０．５２でも可能であるので､洗浄

水は現状で使用される水量3.Ｍ／枚の15％

にあたる０．５４／枚とする。この３点の改善

を行うと、湯を使用しないためエネルギー消

費はＯとなり、また使用水量も少なくなるの

で、洗浄にかかるコストも0.19円／枚に削減

される。この改善により、エネルギー消費

100％、使用水量85％、処理全体でかかるコ

ストでは１５％の削減効果が見込まれる

(TabIe7)。

このように、家庭における処理の改善は、

消費者が意識的に実行すると効果も大きい。

しかし、紙パックの洗浄時に、湯を使わない、

水道水を止めるという行動は、湯を日常的に

使用している約半数の消費者や流水で洗浄し

ている消費者にとっては、かなり煩雑なこと

になるとも思われる。紙パックのリサイクル

にあたって厳しい条件を消費者に求めた場

合、消費者がどのように対応するかについて

は検討すべき課題である。

4.2家庭における処理過程からみる紙パック

の容器特性

紙パックは１０枚以上の枚数を保管した上

で回収拠点に持ち運べる特性をもっているこ

とが、このアンケート調査から浮かび上がっ

た。紙パックは20枚程度を１カ月程保管して

から回収拠点に持参する人が多い。紙パック

は20枚束ねても重量は6009程度であり、手

TabIe7A1oadofhousehoIdprocesｓｉｎｇｏｆｍｉＩｋｃａ『to、（bette「case）

Redueevohm② ReduceｒａｔｅPresentｃａｓｅ Betterease

Washingwater3.301iters／carton
consumption

2.80Ute庵／carton0.50UteIs／Carton ８５％

33.50kcal／carton 100％Okc2U／cartonEnergyｕｓｅｄ３３５０kcal／carton

Storingspace Obl9cm8・ｙｅａＺ／Cartonql9cm2・year／carton

35.67person・seconds／
carton

35.67person・seconds／
carton

WOIkingtime

8.87yen／carton l53yen／carton １５％10.40yen／cartonCost

－３０－
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軽に持参することの可能な重量である。

紙パックのリサイクルは「森林資源を守る

ため」など環境保護の観点から多くの消費者

に広まったが、紙パックの優れたハンドリン

グの良さという容器特性は家庭における処理

の中では重要なポイントであるだろう。

方法を検討することも重要である。
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5.まとめ

市民運動からスタートした紙パック回収活

動が、大きな広がりを見せている中で、家庭

での紙パックの処理にともなう洗浄水量、エ

ネルギー使用量、作業の負荷は大きいと思わ

れていたが、１枚を洗浄するのに３．３２の水が

使用されること、約半数が湯を使用すること

が明らかになった。あわせて、アンケート結

果に基づき、家庭における紙パック１枚当た

りの処理過程にかかるコストを試算し、１０．４

円のコストがかかることが得られた。

また、紙パックの優れたハンドリングがリ

サイクルを普及させた要因の一つであると考

えるｏ

家庭で消費される紙パックをリサイクルす

るには、家庭における処理が不可欠である

が、環境負荷を考慮するべきであろう。この

点に関しては、必要な情報を明らかにすると

ともに、消費者がリサイクルに協力しやすい
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